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　合併後初の市議会議員選挙が行なわれま
した。今後は、より市民の声を反映させ、市
民の信頼にこたえられる市政を期待します。
まだまだ旧上福岡市と旧大井町の相互関係
や理解の希薄さも感じられ、お互いに格差
を指摘する声も聞かれます。公平、平等で市
民の一人ひとりが合併してよかったと思え
る活力あるまちづくりを望みます。（丸山）

　ふじみ野駅周辺の開発が進み、市内にも
マンションが建ち並び、新しい住人が増え
てきました。新しく小学校もできます。これ
から転入してくる子どもたちが、この町に
来てよかったと自慢できるような住み良い
まちづくりを進めてもらいたい。安心して
登校できる通学路の整備、防犯及び救急医
療体制の充実などの取り組みをお願いしま
す。　　　　　　　　　　　　　　（駒林）
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公平、平等で

活力あるまちに

市議会議員の時候のあいさつ状、寄附行為等は、

法律で禁止されております。ご理解をお願いします。

粕谷雄一さん

多田羅末美さん
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8月

30日　平成19年第３回定例会（〜9月21日）

10月

　2〜3日　二区議長会先進都市視察研修（新潟県長岡市）

　4日　沖縄県うるま市議会来庁

　5日　総務常任委員会所管事務調査（公共施設安全点検結

果報告）

10〜12日　第69回全国都市問題会議（静岡県静岡市）

16日　総務常任委員会視察研修（さいたま市見沼区、朝霞

市）

　　　　福祉・教育常任委員会視察研修（東京都調布市）

18日　市民・都市常任委員会所管事務調査（公共施設安

全点検結果報告）

24日　市民・都市常任委員会視察研修（東京都三鷹市）

11月

　2日　議会運営委員会視察研修（東京都町田市）

　9日　福祉・教育常任委員会所管事務調査（公共施設安

全点検結果報告）

20日　平成19年第４回定例会招集告示

26日　議会運営委員会

30日　平成19年第４回定例会（予定）


